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 10 月に入り金木犀の香りが漂い始めました。下校時間に地域の小学生が奏でる「祭囃子」の音が

聞こえてくると、今年も秋祭りの季節がやってきた！とワクワクしますね。果物が実り、美味しいも

のが楽しめる食欲の秋です。旬の味覚を味わいながら、季節ならではの行事も楽しみましょう。 
 
 

 

9月 17日開催 第 4回理事会の報告 

議 事 

議決議案・協議議案はありませんでした。 

 

＜報告事項＞ 

第 1号議案 8月度組織・事業状況及び決算報告 

1. 8月度決算・事業状況 

損益計算書は別紙をご覧になってください。 

2026年 8月度 損益計算書（単月）の主なポイントについて 

＜全体の状況＞ 

8月 V経常剰余金は、予算－1,310万円に対し、実績－6,044万円となり、予算比－261.3％（予

算差－4,734万円）でした。4月～8月累計の V経常剰余金は、予算－2,016万円に対し、実績－

1億 1,429万円となり、予算比－366.8％（予算差－9,413万円）で予算を下回りました。 

＜商品供給高＞ 

A宅配事業：予算比 100.8％（予算差＋2,351万円）。 

       実利用金額・利用人数ともに予算を上回りました。 

B店舗事業：予算比 97.7％（予算差－1,933万円）。 

      客単価は前年を上回りましたが、来店客数が前年を下回りました。 

全体として、C商品供給高は予算比 100.1％（予算差＋418万円）と予算を上回りました。 

＜収入の状況＞ 

E商品供給剰余金は、予算比 97.3％（予算差－2,914万円）と予算を下回りました。 

H電力供給剰余金は、予算比 4.6％（予算差－1,482万円）と予算を下回りました。 

※8月から国の補助金が入り、事業外収益として、1,008万円を計上しています。 

K福祉剰余金は、予算比 66.4％（予算差－436万円）と予算を下回りました。 

Nその他事業収入は、予算比 102.9％（予算差＋657万円）と予算を上回りました。 

収入全体の O事業総剰余金は予算比 96.8％（予算差－4,176万円）と予算を下回りました。 

＜支出の状況＞ 

P 人件費計は、予算比 99.4％（予算差－342 万円）、Q 物件費計は、予算比 103.1％（予算差＋

2,333万円）でした。その結果、支出全体の R事業経費は予算比 101.5％（予算差＋1,991万円）

と予算を上回りました。 

事業活動の利益から経費を引いた利益の S事業剰余金は予算比－96.4％（予算差－6,167万円）

と予算を下回りました。 

＜事業外損益の状況＞ 

T事業外収益：予算比 176.8％（予算差＋1,444万円）と予算を上回りました。  

U事業外費用：予算比 122.5％（予算差＋11万円）と予算を上回りました。 
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2. コープ安東リニューアル 4か月点検報告について 

コープ安東のリニューアル後 4か月間の実績は、供給予算比 88.3％ (2024年比 103.4％)、来店

客数は 2024年比 97.3％（▲42名/日）、2025年比 93.4％（▲107名/1日）と予算未達成の状況です。

8月単月では、供給予算比 88.9%（前年比 100.3％）、来店客数前年比 97.4%となっており、回復傾向

にあります。 

改善策として、職員による１次商圏内の訪問活動、ビッテのパン取扱いを水曜〜日曜日の週 5 日

間に増加、有人レジの追加などをおこない、来店客数は改善傾向にあります。今後も組合員の声を大

切にし、さらなる来店客数の増加に向けた取り組みを継続していくことが報告されました。 
 

3. 広島市への「令和 8年度介護施設整備費等補助金」交付申請に関する状況報告について 

福祉事業 安佐南区エリアでの事業拠点計画に関連し、2026年 6月に広島市より内示を受けた「令

和 8年度介護施設整備費等補助金」の交付申請について、現在の状況を広島市に報告しました。 

報告内容として、地権者対応や建設資材の高騰・納期調整による設計見直しの影響で申請が遅れて

おり、施設建設と事業開始が当初予定よりも遅延する可能性が高いことを説明しました。 

広島市には理解と了承をいただき、今後、10 月末までに補助金交付申請を行うこと、補助金交付決

定通知が届き次第、一般競争入札の準備をすすめることが報告されました。 
 

第 2号議案 8月度一般活動報告について 

1. 2026年度上期平和活動のまとめ、平和募金 協力実績と活用方法について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026年度も「平和の思いを行動に～今、わたしたちにできることを～」をテーマに、戦争も核兵器

もない平和な世界を願い、広島の被爆の実相を継承する活動をおこなったことが報告されました。ま

た、2026 年度平和募金が 4,533,071 円の協力があり、2026 年度上期での活用実績と下期以降では、

被爆者支援団体・継承活動団体の活動支援や被曝ピアノコンサートなどに活用していくと報告され

ました。 
 

3. 第 43期総代懇談会の開催日時・会場について 

2026年度上期の振り返りと下期の取り組みについて話し合う「総代懇談会」について、全会場が確

定したことが報告されました。開催時間は、全会場 2 時間 30 分です。総代には、9 月 7 日に開催案

内を発送し、10月 15日まで出欠回答をいただくようにご案内をしています。 
 

4. 災害時安否確認および集約訓練の実施について 

広島県で想定される直下型地震や南海トラフ巨大地震などの大規模災害発生時に備え、迅速かつ

確実な安否確認と被害状況の集約を行う体制を構築するため、災害時での緊急連絡網と安否確認訓

練を実施することが報告されました。なお、COOP 安否確認同報サービスというメールを活用し、全

役職員を対象に 2026年 9月 18日に安否確認をおこなうことがあわせて報告されました。 

＜2026年度上期での主な平和活動＞ 

①2026年「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集い（4月） 

②NPT（核不拡散条約）再検討会議 生協代表団へ職員派遣（4月～5月） 

③平和の活動交流会 〜ヒロシマの願い みんなでつながろう ひろげよう〜（6月） 

④2026市民平和行進（8月） 

⑤平和募金（7月～8月） 

 ※2026年度上期では、平和の活動交流会、平和行進、ピースアクション、平和活動企画(他団体協賛･

支援等)などに使用させていただきました。 

⑥ピースアクション inヒロシマ・ナガサキ（8月） 

⑦ピースナイター2026（8月） 



インフォメーション 

5. 生協ひろしま×TSS防災連携協定 コッピー記者の取り組みについて 

2025年 10月に生協ひろしまとテレビ新広島（以下 TSS）は防災連携協定を締結しています。広島県

内への情報発信体制の充実を目的に、生協ひろしまの職員が「コッピー記者」として地域に密着した

生活情報や防災情報を積極的に収集し、TSSを通じて広く発信する取り組みについて報告されました。 
 
※「コッピー記者」とは、生協ひろしま職員が日々の業務や地域活動の中で「地域の耳より情報」

や「防災に役立つ現場の声」を収集・TSSへ提供する仕組みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆お好み焼き隊がキッチンカーで熊本支援 

9 月 2～3 日、熊本県八代市でコープやまぐちと合同で炊き出し支援をおこないました。生協ひろ

しまからは、キッチンカーでお好み焼き隊を派遣し、避難所 2ヶ所と生協くまもと八代支所を訪問。

2日間で、お好み焼き約 580食を提供しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆産直 20 周年贈呈式 

9月 4日、熊本県の天草ジューシー出荷組合(天草晩柑)・大自然ファーム(本田さんフルーツ人参)

に産直 20周年の感謝状を届け、贈呈式をおこないました。生産者の高齢化や肥料の高騰など、生産

者の苦労についてお話しされる中でも、「みなさんに美味しいものを届けたいとの思いで頑張ってい

ます」という言葉もいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①生協ひろしま職員が、写真、コメントを TSSへ提供します。 

 （各地域で集めた耳より情報、イベント情報、季節の情報、防災情報など） 

②TSSでは、1か月かけて集めた情報を厳選し、その中から選定した情報を採用します。 

選ばれた情報は、生協ひろしま該当職員に取材をおこない映像を制作します。 

③TSSニュースライク！（毎週月～金 15：42～19：00）で月１回放映（約 5分）します。 



☆コープのくらし応援キャンペーン 

 物価高が続く中、宅配や店舗を利用の組合員のくらしを応援するため「くらし応援全国キャンペー

ン」を実施します。対象商品は、冷凍商品や加工商品など、くらしに身近な商品を特別価格で提供し

ます。 

 

【宅配】 

2026年 9月 5回〜11月 4回 

※毎週、約 50アイテムをくらし応援価格で紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【店舗】 

2026年 10月 1日(木)〜11月 30日(月) 

※対象商品は店内に掲示されているポスターをご確認ください。 

 

 

☆第 43期総代懇談会の開催 

地区ごとに開催する、第 43期総代として最初の集まりです。当日は、上期の取り組みの振り返り

などをご報告するとともに、分散会で意見交流をおこないます。 

出欠の回答期限は、10月 15日（木）です。ぜひご出席くださいますよう、よろしくお願いいたし

ます。 

 

＜第 43期総代懇談会 開催日・会場＞ 

地区名 開催日 開催時間 会場 備考 

広島西 11月 13日（金） 10：00～12：30 広島サンプラザ 3階 金銀星の間 

広島中 
11月 5日（木） 10：00～12：30 安芸区民文化センター 4階 会議室 ABC 

11月 18日（水） 10：00～12：30 広島県立総合体育館 地下１階 中小会議室 

広島北 
11月 5日（木） 10：00～12：30 安佐南区民文化センター 3階 大会議室 

11月 10日（火） 10：00～12：30 広島県立総合体育館 地下１階 中会議室 

県北部 11月 17日（火） 10：00～12：30 みよしまちづくり 1階 ぺぺらホール 

東広島 11月 6日（金） 10：00～12：30 東広島商工会議所 4階 文化ホール 

 呉 11月 10日（火） 10：00～12：30 ビューポートくれ 3階 大ホール 

県東部 11月 17日（火） 10：00～12：30 サン・シープラザ 4階 第 3研修室 

福 山 
11月 13日（金） 10：00～12：30 北部市民センター 2階 第 3・4会議室 

11月 18日（水） 10：00～12：30 ローズコム 4階 中会議室 

 

このマークが目印です！ぜひ 

チェックしてみてくださいね♪ 
※宅配の特別価格対象商品の一例 



2026年8月度 損益計算書 （単月） 2026/8/6

予算：４3期予算 単位：千円

№ 科　目　名 本年予算 本年実績 前年実績 予算比 予算差 前年比 前年差 計算式 用語説明

A 　宅配事業 3,056,686 3,080,202 3,031,042 100.8% 23,516 101.6% 49,160 宅配利用金額

B 　店舗事業 855,518 836,186 846,379 97.7% -19,332 98.8% -10,193 店舗利用金額

C 商品供給高 3,912,204 3,916,389 3,877,422 100.1% 4,185 101.0% 38,967 （Ａ＋Ｂ） 宅配・店舗利用金額

D 商品供給原価 2,844,387 2,877,717 2,906,172 101.2% 33,330 99.0% -28,455 商品の販売費用

E 商品供給剰余金 1,067,817 1,038,672 971,250 97.3% -29,145 106.9% 67,422 （Ｃ－Ｄ） 商品販売の利益

F 電力供給高 82,439 86,192 76,920 104.6% 3,753 112.1% 9,273 電力事業の収入

G 電力供給原価 66,912 85,486 68,342 127.8% 18,574 125.1% 17,144 電力事業の仕入高

H   電力供給剰余金 15,527 707 8,578 4.6% -14,820 8.2% -7,871 （Ｆ－Ｇ） 電力事業の利益

I 福祉事業収入 124,328 120,962 127,841 97.3% -3,366 94.6% -6,878 福祉事業の収入

J 福祉事業費用 111,357 112,356 112,819 100.9% 999 99.6% -463 福祉事業の費用

K 　福祉剰余金 12,971 8,606 15,021 66.4% -4,365 57.3% -6,415 （Ｉ－Ｊ） 福祉事業の利益

L 共済受託手数料 61,635 62,824 61,667 101.9% 1,189 101.9% 1,157 共済受託手数料収入

M 受取手数料 164,291 169,672 70,418 103.3% 5,381 241.0% 99,254 受取手数料収入

N その他事業収入 225,926 232,496 132,085 102.9% 6,570 176.0% 100,411 （Ｌ＋M） 個配、共済受託などの手数料収入

O 事業総剰余金 1,322,241 1,280,481 1,126,933 96.8% -41,760 113.6% 153,547 （Ｅ＋Ｈ＋Ｋ＋N） 事業活動からの利益

P 人件費計 603,278 599,853 604,517 99.4% -3,425 99.2% -4,664 職員給与など

Q 物件費計 750,362 773,699 570,226 103.1% 23,337 135.7% 203,473 広報費、水道光熱費、家賃、委託料など

R 事業経費 1,353,640 1,373,552 1,174,744 101.5% 19,912 116.9% 198,809 （Ｐ＋Ｑ） 事業活動からの経費

S 事業剰余金 -31,399 -93,072 -47,810 -96.4% -61,673 5.3% -45,261 （O－R） 事業活動の利益から経費を引いた利益

T 　事業外収益 18,822 33,270 23,644 176.8% 14,448 140.7% 9,626 財務活動からの利益（家賃収入など）

U 　事業外費用 526 644 480 122.5% 118 134.3% 165 財務活動からの費用（支払利息など）

V 経常剰余金 -13,103 -60,446 -24,646 -261.3% -47,343 -45.3% -35,801 （S＋T-U） 事業全体で得た利益



損益計算書 （累計） 2026/8/6

予算：４3期予算 単位：千円

№ 科　目　名 本年予算 本年実績 前年実績 予算比 予算差 前年比 前年差 計算式 用語説明

A 　宅配事業 16,927,268 16,879,765 16,785,593 99.7% -47,503 100.6% 94,173 宅配利用金額

B 　店舗事業 3,980,072 3,942,248 4,038,900 99.0% -37,824 97.6% -96,652 店舗利用金額

C 商品供給高 20,907,340 20,822,013 20,824,493 99.6% -85,327 100.0% -2,480 （Ａ＋Ｂ） 宅配・店舗利用金額

D 商品供給原価 15,212,528 15,316,253 15,592,988 100.7% 103,725 98.2% -276,735 商品の販売費用

E   商品供給剰余金 5,694,812 5,505,759 5,231,505 96.7% -189,053 105.2% 274,255 （Ｃ－Ｄ） 商品販売の利益

F 電力供給高 280,887 296,119 285,629 105.4% 15,232 103.7% 10,490 電力事業の収入

G 電力供給原価 277,750 300,126 282,613 108.1% 22,376 106.2% 17,512 電力事業の仕入高

H   電力供給剰余金 3,137 -4,007 3,016 -127.7% -7,144 -132.8% -7,023 （Ｆ－Ｇ） 電力事業の利益

I 福祉事業収入 641,020 627,671 616,965 97.9% -13,349 101.7% 10,706 福祉事業の収入

J 福祉事業費用 571,063 569,242 555,056 99.7% -1,821 102.6% 14,187 福祉事業の費用

K 　福祉剰余金 69,957 58,429 61,909 83.5% -11,528 94.4% -3,481 （Ｉ－Ｊ） 福祉事業の利益

L 共済受託手数料 309,520 315,843 309,798 102.0% 6,323 102.0% 6,045 共済受託手数料収入

M 受取手数料 814,058 792,362 352,331 97.3% -21,696 224.9% 440,032 受取手数料収入

N その他事業収入 1,123,578 1,108,206 662,129 98.6% -15,372 167.4% 446,077 （Ｌ＋M） 個配、共済受託などの手数料収入

O 事業総剰余金 6,891,484 6,668,387 5,958,559 96.8% -223,097 111.9% 709,828 （Ｅ＋Ｈ＋Ｋ＋N） 事業活動からの利益

P 人件費計 3,009,203 2,980,689 2,936,093 99.1% -28,514 101.5% 44,596 職員給与など

Q 物件費計 4,025,879 3,941,936 2,899,801 97.9% -83,943 135.9% 1,042,135 広報費、水道光熱費、家賃、委託料など

R 事業経費 7,035,082 6,922,625 5,835,894 98.4% -112,457 118.6% 1,086,732 （Ｐ＋Ｑ） 事業活動からの経費

S 事業剰余金 -143,598 -254,238 122,665 23.0% -110,640 -207.3% -376,903 （O－R） 事業活動の利益から経費を引いた利益

T 　事業外収益 125,924 143,532 124,035 114.0% 17,608 115.7% 19,497 財務活動からの利益（家賃収入など）

U 　事業外費用 2,492 3,592 2,121 144.1% 1,100 169.4% 1,471 財務活動からの費用（支払利息など）

V 経常剰余金 -20,166 -114,298 244,580 -366.8% -94,132 -46.7% -358,877 （S＋T-U） 事業全体で得た利益

2026年4月度～2026年8月度


